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第 1図 FOPRIDECOM 新館
主にパルプ,パーティクルボード施設が入っている.
した木材保護に関する研究, フィリピンココナツ組合依頼のココヤシの幹から化学パルプを製造する企画等




は日本の通産省工業技術院 (大工試)との提携がもたれ,人事の往来 も激しく積極的に研究がす めゝられて




内に教本並ぶ チャイニーズパラソル (アオギ リ)の樹は興味深かった｡ とくに私の興味をもつ特用林産物
の領域では A･L･ToNGACAR 氏に案内して頂いたが, ラタン (藤)11種,樹脂は Agathi∫phihj,Pinen∫is,
BenguetPine,MindroPineから通常採取されており, 繊維植物としては Abutag(Sterculiaceae)などがあ



























林産物研究センター 前言己 森林局庁舎の近 くに建つ木造乎家造りではあるが,玄関横に植え込まれた
クビビトヤシは印象的であり,また玄関内部には P･N･G･産出最大のビャクダン (Santalum macrogori)標

























で,詳細は ZIECK氏の論文10)に詳しい｡ 実験室では Cinnamomum Ma∫∫oJaよりサフロールとメチルオイゲ
ノールの分離を試み, ガスクロマトグラフイ-でチェックしていた｡ RedCedarOilは主に Toona∫ureni
の心材より採取され, CandleNut(Aleuritesmorruccana)の実よりの乾性油と共に商品化されているが一般
に精油 (樟脳等)は2千～4万円/1である｡ ビャクダンも P･N･G･から輸出されるが, 印度産のそれと異
なり,こ のゝには特有の芳香が極めて弱く, 分析の結果からはα,β-サンタロールを含まないと報菖されて
いる｡種の違いによるものと思われる｡







ニルブトキシド (ピレトリン共力剤)の合成を手がけてられたが, 目下の収量は0･4% ということであった｡
このような化学者としては他にも農務省の食品関係で薄荷を研究しているJ･PIPER氏などに面会出来た｡
Keravat造林地 本島を離れ,ニュ-ブリテン畠のラバウルで林務官,JICORELLY氏に挨拶をしてか
ら郊外 Keravatの造林地を B･ZANECKY氏の案内で見学した｡ カマレレ (Eucaむ,ptu∫deglupta), クリス
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でもある｡ 行政支庁の殆どが北端の町 kaviengに所在し,畠の貿易額 (1974)46億円の内訳はコプラ (37


















木 材 研 究 資 料 第12号 (1978)
第7図 船積地 (珊瑚礁のため接岸できず筏で運ぶ)
樹木はモクマオウ (Konos)




































木 材 研 究 資 料 第12号 (1978)
であるo上記,針葉樹の利用を目途に,南半球-と称する規模の合板工場をもち,針葉樹以外にもレッドシ













お わ り に
一つの旅行を実施するに当り,準備から,出発,現地滞在,帰国に至るまで,随分,多くの万達のお世話
になり今更のように感謝しているが, とりわけ岡本道雄 (京大70周年奨学金),津田荘太郎 (ファンシー･
ツダ),山内克己 (外商 (秩)),山本東平 (ニューアイルランド工業),高槽大 (大工試),並木保次 (JANT
礼),P･EDDOWES,Dr･TAMOLANG.,A･PABLOの諸氏には厚 くお礼申上げたい｡帰国後,送付に助力したキ
リの苗木がKaviengにすくすくと育っているとか,数年経つとどのような材質の木となるか楽しみである｡
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